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コ
ロ
ナ
か
ら
の
解
放
、 

そ
し
て
「
風
の
時
代
」
へ 

 
        

静
岡
県
立
島
田
高
校
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
未
だ
時
折
寒
い
日

が
続
き
ま
す
が
、
間
も
な
く
新
し
い
門
出
に

相
応
し
い
春
が
訪
れ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
は
、
そ
の
日
を
心
待
ち
に
し
て
心
躍
る
気

持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
３
年
間
の
高
校
時
代

を
通
し
て
、
夫
々
の
進
路
に
向
か
っ
て
準
備

を
さ
れ
な
が
ら
見
違
え
る
様
に
立
派
に
成
長

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
３
年
半
に
わ
た
り
、
私
た
ち
を
苦

し
め
、
行
動
制
限
を
さ
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
も
５
類
へ
と
移
行
に
な
り
、

全
て
の
行
事
が
コ
ロ
ナ
前
と
同
じ
よ
う
に
開

催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
学
校
生
活
に
於

い
て
も
同
様
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
一
方

で
、
制
限
の
あ
る
日
が
続
い
た
為
に
、
生
活
様

式
・
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
価
値
観
の
多
様
化

な
ど
が
急
速
に
進
み
、
私
た
ち
の
ニ
ー
ズ
は

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
急
激
な
、
そ
し

て
長
引
く
円
安
に
よ
る
物
価
高
騰
、
構
造
的

な
少
子
高
齢
化
時
代
が
進
む
中
で
の
人
口
減

少
、
そ
し
て
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
な
ど
、 

私
達
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を

増
す
難
し
い
方
向
に
進
ん
で
い
る
か
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
状
況
下
で
、
皆
さ
ん
は
ご
卒
業

さ
れ
新
た
な
社
会
へ
と
進
ま
れ
て
行
く
事
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
か
ら
解
放
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
始
ま

っ
て
行
く
「
風
の
時
代
」
を
存
分
に
力
を
発
揮

し
、
活
躍
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
目
に

見
え
な
い
も
の
、
形
の
無
い
も
の
「
情
報
」・

「
知
識
」
等
が
重
要
視
さ
れ
る
時
代
で
す
。
何

よ
り
「
多
く
の
事
を
知
る
」
事
が
大
事
で
す
。

そ
し
て
、
自
分
の
好
き
な
事
、
や
り
た
い
事
に

素
直
に
行
動
し
て
行
く
事
で
す
。
そ
の
中
で

多
く
の
人
達
と
関
わ
り
な
が
ら
人
間
性
を
磨

き
成
長
し
て
行
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

 

卒
業
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
は
、
卒
業

生
全
員
の
「
島
田
高
校
同
窓
会
」
へ
の
ご
入
会

を
頂
き
有
難
う
御
座
い
ま
す
。
お
互
い
に
同

じ
仲
間
と
し
て
母
校
の
発
展
の
為
に
頑
張
っ

て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

 

１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で

は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
達
へ
、
謹
ん
で

哀
悼
の
意
を
表
す
る
共
に
、
被
災
さ
れ
た
多

く
の
方
達
に
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
「
苦
難
の

道
」
に
立
ち
向
か
い
、
乗
り
越
え
、
新
た
な
復

興
へ
の
道
を
切
り
拓
い
て
頂
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
私
達
で
出
来
る
こ
と
を
応
援
し

て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

     
 
 

堀
内 

梨
花 

（
31
Ｈ
Ｒ
） 

第
19
回
北
信
越
高
等
学
校
選
抜
放
送
大
会 

 
 
  
   

  
   

 

長
野
大
会
出
場
（
令
和
４
年
度
）  

第
70
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
放
送
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 
  
 

朗
読
の
部
全
国
大
会
出
場
（
令
和
５
年
度
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

   
 

 
 

 
 

川 

波 

賞 
  

 
 

  

島
高
在
学
三
年
間
に
、
学
業
・ 

部
活
動
・
学
校
教
育
活
動
に 

お
い
て
優
れ
た
功
績
の
あ
っ
た 

生
徒
に
対
し
、
そ
の
活
動
を
讃 

え
、
卒
業
時
に
賞
状
の
授
与
と 

記
念
品
を
贈
呈
。 

 
 

 (

学
校
創
立
90
周
年
を
機
に
創
設
） 

 

同
窓
会
の
活
動
と
主
な
行
事 

 

主
な
活
動
は
以
下
の
通
り
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
、
行
事
の
開
催
は
流

動
的
で
、
日
程
は
確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

総
会
開
催 

 

毎
年
８
月
に
定
期
総
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
同
窓
生
と
な
っ
た
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。 

「
島
高
同
窓
生
の
集
い
」
開
催 

 

総
会
終
了
後
、
10
年
ご
と
の
同
窓
生
一
同
が

集
ま
り
ま
す
。
同
窓
生
な
ら
誰
で
も
大
歓
迎
で

す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

「
六
月
祭
」
の
参
加 

 

各
界
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の
紹
介
や
、
写
真

展
な
ど
、
毎
年
工
夫
を
凝
ら
し
て
参
加
し
て
い

ま
す
。 

同
窓
会
報
「
川
波
だ
よ
り
」
発
行 

 

同
窓
会
活
動
の
報
告
、
恩
師
や
同
窓
生
の
近

況
、
女
学
校
時
代
の
元
気
な
大
先
輩
の
生
き

方
、
ま
た
島
田
高
校
の
様
子
な
ど
、
興
味
深
い

記
事
が
満
載
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。 

在
校
生
支
援 

 

充
実
し
た
学
校
生
活
の 

支
援
の
た
め
、
部
活
動
奨 

励
金
や
奨
学
金
の
給
付
を 

行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

76
回
生
の
学
年
委
員
さ
ん 

31
Ｈ
Ｒ 

山
田
涼
太  

片
山 

歩 

32
Ｈ
Ｒ 

松
村
優
哉  

鈴
木 

琳 

33
Ｈ
Ｒ 

河
野 

修 
 

長
嶋
七
音 

34
Ｈ
Ｒ 

大
石
峻
輔  

飯
田
実
央 

35
Ｈ
Ｒ 

松
本
和
輝  

植
田
成
実 

 

祝 卒業 
同窓会入会記念号 

令和 6 年 2 月 29 日 
（2024 年） 

      
編集・発行 

島田高校同窓会 
〒427-0038 

島田市稲荷 1-7-1 修己館内  

 
～同窓会事務局～ 

TEL/FAX 0547-21-1145 

メールアドレス 
kawanami@ab.thn.ne.jp 

 
～学校事務室～ 

TEL  0547-37-2188 
FAX  0547-35-1744 

               

同窓生  23,603 名 
76回生     181 名 

 

川 

波 

賞 

受 

賞 

者 

http://shimada-hsdosokai.org/
mailto:kawanami@ab.thn.ne.jp


[2]       静岡県立島田高等学校同窓会 会報「川波だより」入会記念号 2024年 2月 29日 

 

島田高校同窓会ホームページ http://shimada-hsdosokai.org    Facebook 島高同窓会 

 

 
 

    
 
 

 
同
窓
生
講
話 

講
師 

 
 

 
 
 
 
 

杉
森
雄
幸 

（
41
回
生
） 

  
 

昨
年
12
月
21
日
の
講
演
会
で
は
ご
視
聴
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に
ご
卒
業
す
る
３
年
生
は
何

か
お
役
に
立
て
ま
し
た
か
？
今
か
ら
35
年
前
の
自
分

は
、
こ
の
後
は
じ
ま
る
東
京
で
の
大
学
生
生
活
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
頃
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、
同
じ
よ
う

な
高
校
生
活
を
送
っ
て
き
た
友
人
と
は
少
し
ず
つ
違

う
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は

自
分
だ
け
の
世
界
で
あ
り
、
誰
一
人
同
じ
人
は
い
ま
せ

ん
。
自
分
は
や
り
た
い
こ
と
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
長

い
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
で
も
水
中

撮
影
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
原
稿
を
書
き
終
え
た

数
日
後
、
ア
イ
ア
ム
冒
険
少
年
・
脱
出
島
の
ロ
ケ
に
行

く
予
定
で
す
。
ロ
ケ
前
は
必
要
な
機
材
リ
ス
ト
を
作
り
、

カ
メ
ラ
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
機
材
、
衣
類
等
を
パ
ッ
キ
ン
グ
、

ロ
ケ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
、
番
組
の
構
成
に
目
を

通
し
ま
す
。
ロ
ケ
初
日
、
車
で
羽
田
空
港
に
向
か
い
、

他
の
ス
タ
ッ
フ
と
合
流
し
て
ロ
ケ
地
に
向
か
い
ま
す
。
ロ

ケ
中
は
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
タ
レ
ン
ト
と
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
撮
影
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
す
べ
て
の
ロ
ケ
が
終

わ
る
と
撮
影
デ
ー
タ
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
製
作
ス
タ

ッ
フ
（
Ａ
Ｄ
）
に
渡
し
ま

す
。
羽
田
空
港
か
ら
自

宅
へ
戻
る
と
き
、
首
都
高

か
ら
東
京
の
夜
景
を
眺

め
て
い
る
と
、
今
回
も
無

事
撮
影
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
安
堵
と
達
成

感
が
こ
み
上
げ
て
き
ま

す
。 今

年
で
54
歳
、
今
で
も
島
高
の
同
級
生
、
特
に
バ
ス

ケ
部
の
仲
間
と
は
い
い
関
係
が
続
い
て
い
ま
す
。
各
々

様
々
な
人
生
を
送
っ
て
い
て
、
時

に
大
き
な
励
み
に
な
っ
た
り
も
し

ま
す
。
も
し
も
自
分
と
同
じ
業
界

に
来
る
方
が
い
た
ら
、
ぜ
ひ
一
緒

に
仕
事
を
し
て
み
た
い
で
す
ね
。 

 
 

 

 
 

 

同
窓
会
理
事 

杉
本
章
子
（
25
回
生
） 

「
私
の
特
技
」 

 

30
代
に
学
ん
だ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
き
っ
か
け

で
16
日
間
の
イ
ギ
リ
ス
ド
イ
ツ
静
岡
県
海
外
研
修

に
参
加
。
そ
の
後 

北
欧
、
ア
メ
リ
カ
に
福
祉
事
情
＆

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
視
察
研
修
を
経
て
、 

島
田
市

で
子
育
て
支
援
事
業
を
友
達
と
立
ち
上
げ
1000
人
以

上
の
マ
マ
た
ち
と
一
緒
に
悩
み
考
え
、
寄
り
添
っ
て

き
た
。  

個
人
的
に
は
学
習
塾
を
起
業
し
、
地
域

で
は
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
を
開
所
、
近
く
の

休
耕
地
に
は
仲
間
と
コ
ス
モ
ス
畑
を
展
開

し
５
体
の
案
山
子
も
製
作
。
ま
た
、
畳
大
の

段
ボ
ー
ル
紙
芝
居
を
描
き
、
地
元
の
保

育
園
や
高
齢
者
サ
ロ
ン
で
読
み
聞
か

せ
の
実
演
・
・
・
何
と
も
楽
し
い
！ 

 
 

京
都
西
京
極
競
技
場
に
同
窓
会
理
事

た
ち
と
島
高
駅
伝
の
応
援
に
繰
り
出
し
、
ま
た
島
高

100
周
年
記
念
事
業
に
も
関
わ
っ
た
。 

 
 

ご
く
普
通
の
お
と
な
し
～
い(

？)

島
高
生
だ
っ
た

当
時
の
私
に
、
50
年
後
、
こ
ん
な
欲
張
り
な
自
分
の

人
生
を
想
像
で
き
た
だ
ろ
う
か
？ 

 

よ
お
～
く
考
え
る
と
、
私
の
隣
に
は
必
ず
一
生
涯

の
大
切
な
相
棒
や
地
域
の
仲
間
、
友
が
い
た
。  

そ
う
、『
私
の
特
技
は 

良
い
仲
間 

相
棒
を
見
つ
け
る

＆
見
つ
け
て
も
ら
う
』
こ
と
だ
。 

 

そ
し
て
、
こ
れ
だ
と
決
め
た
ら 

普
段
の
数
倍
の
力

で
突
き
進
む
こ
と
だ
と
思
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
特

技
が
養
わ
れ
た
の
が
夢
見
る
少
女
時
代
の
県
立
島
田

高
校
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

 

こ
の
先
、
難
解
な
問
題
や
岐
路
に
立
た
さ
れ
る
か

も
だ
け
ど
、
何
と
か
生
き
抜
い
て
い
く
し
か
な
い
。 

そ
う
、
私
に
は
特
技
が
あ
る
か
ら
！ 

そ
し
て
考
え
る
。

「
好
き
か
嫌
い
か
」「
そ
こ
に
笑
顔
が
あ
る
か
？
楽
し

い
か
？
」
と
。 

  
 
 

同
窓
会
理
事 

亀
山
昌
仁
（
27
回
生
） 

「
高
校
生
活
を
楽
し
も
う
ぜ
！
」 

昭
和
47
年
４
月
、
島
高
の
門
を
潜
り
硬
式
野
球
部

に
入
部
、
す
ぐ
さ
ま
正
座
に
う
さ
ぎ
跳
び
の
試
練
を

受
け
る
。
先
輩
か
ら
の
説
教
に
ケ
ツ
バ
ッ
ト
、
馬
鹿

だ
の
何
だ
の
言
わ
れ
て
も
大
好
き
な
野
球
を
や
め
よ

う
と
せ
ず
、
何
と
か
３
年
生
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
。

最
後
の
夏
は
、
開
会
式
直
後
の
開
幕
戦
、
シ
ー
ド
校

の
静
岡
市
立
高
戦
、
結
果
は
２
対
３
の
逆
転
負
け
、

悔
し
く
て
大
泣
き
し
た
。
諦
め
き
れ
ず
に
大
学
野
球

ま
で
や
り
、
社
会
人
と
し
て
消
防
士
を
38
年
間
勤
め

た
。
こ
の
間
、
45
歳
ま
で
草
野
球
を
続
け
、
そ
の
後

は
審
判
員
と
し
て
現
在
に
至
る
。 

私
は
、
60
歳
ま
で
の
礎
は
、
こ
の
高
校
生
活
３
年

間
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
学
業
で
は
、
赤
点
を
取

り
先
生
に
怒
ら
れ
な
が
ら
も
何
と
か
卒
業
で
き
た
。

文
化
祭
や
体
育
祭
も
楽
し
か
っ
た
。
何
よ
り
も
、
３

年
間
の
高
校
野
球
を
通
し
て
人
間
形
成

が
出
来
た
と
思
っ
て
い
る
。
卒
業
生
諸

君
、
高
校
生
活
を
楽
し
め
た
か
な
。
答
え

は
、
社
会
人
卒
業
の
頃
わ
か
る
は
ず
。 

 

 
 
 

同
窓
会
理
事 

高
橋
琢
也
（
34
回
生
） 

卒
業
生
の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
す

で
に
頭
の
中
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
て
の
期
待
、

希
望
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

自
分
を
含
め
た
34
回
生
は
還
暦
を
迎
え
、
仕
事
に

お
い
て
は
終
盤
に
さ
し
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
私

た
ち
が
高
校
卒
業
後
、
時
代
は
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ

タ
ル
へ
と
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
、
通
販
の
拡
大
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
、
セ
ル
フ
レ
ジ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
注
文
、
会
社

で
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
な
ど
、
人
と

対
面
す
る
場
面
が
少
な
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
人
と

の
繋
が
り
が
薄
れ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
し
か

し
、
過
去
に
お
い
て
困
難
な
状
況
、
事
案
が
発
生
し

た
際
、
解
決
の
糸
口
の
多
く
を
家
族
、
友
人
、
仕
事

仲
間
か
ら
与
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
人

の
繋
が
り
は
社
会
生
活
に
お
い
て
最
重
要
だ
と
今
さ

ら
な
が
ら
認
識
し
ま
す
。 

今
後
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
豊
か
な
人
間
関
係
を
築

く
こ
と
は
必
ず
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る
と
思
い
ま
す
。

人
付
き
合
い
の
苦
手
な
方
も
卒
業
を
機
会
に
一
歩
踏

み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

同
窓
会
校
内
理
事 

森
井
尚
利
（
36
回
生
） 

76
回
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お
め
で
と
う
。
今
ま
で

は
教
師
と
生
徒
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
同
じ
同
窓
会
の
一
員
と
な
る
。
率
直
に
言
っ
て
、

嬉
し
い
。
共
に
後
輩
た
ち
の
後
方
支
援
を
や
っ
て
行

こ
う
。 

島
田
高
校
同
窓
会
で
は
10
年
に
一
度
「
同
窓
生
の

集
い
」
が
開
催
さ
れ
る
。「
回
生
」
の
下
１
桁
が
同
じ

同
窓
生
が
、
宮
美
殿
に
一
堂
に
会
す
る
の
だ
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
せ
い
で
こ
こ
４
年
間
は
開
催
が

見
送
ら
れ
て
き
た
が
、
2024
年
８
月
24
日
、
下
１
桁
０

の
代
か
ら
復
活
す
る
予
定
で
あ
る
。
君
た
ち
の
代
は

順
当
に
行
け
ば
2030
年
に
な
る
。
全
員
20
歳
は
超
え

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
で
、
同
窓
生
と

い
う
同
じ
立
場
で
酒
を
飲
み
た
い
も
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
50
代
（
そ
の
時
は
60
代
？
）
の
脳
は
20
代
、

30
代
の
よ
う
な
優
れ
た
記
憶
力

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
「
先

生
、
私
誰
か
わ
か
る
？
」
と
い
っ

た
質
問
は
ご
容
赦
願
い
た
い
。 

さ
て
、
君
た
ち
は
今
後
一
生
、

島
田
高
校
同
窓
生
で
あ
る
。
「
ど

こ
高
出
身
？
」
と
聞
か
れ
て
胸
を

張
っ
て
「
島
高
!!
」
と
答
え
ら
れ

る
喜
び
を
分
か
ち
合
お
う
。 

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

http://shimada-hsdosokai.org/

